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くいのである。

　交流活動によるメリットとは、より潜在的・長

期的に現れるものといえるのかもしれない。交流

活動が行なわれる地域は、いわば、「舞台として

提供されている地域」であり、その舞台で人々に

培われたものは、異なる舞台（地域）でも、実践

に移され得る。舞台を提供した地域の住民が、短

期的に目に見える利益を受けることは少ないが、

「過疎地域や農業問題への高い意識をもった人間」

を、都市へと確実に送り出している。このような

営みは、潜在的であるにせよ、舞台となった地域

の価値を、より確固たるものにするものでもある

といえるのではないだろうか。

日本人ワーキングホリデーメーカー
の実態

野呂　厚子

　本論文の目的は、ワーキングホリデー制度を利

用する日本人の若者の実態を調査・分析し、彼ら

が何を考え、悩み、帰国後に何を得ているのか、

等の考察を試みることである。

　まずは、ワーキングホリデー制度の概要と、同

制度の利用者の若者の日常生活における意識をま

とめた。

　国民総中流といわれる現代の日本において、日

本の若者は、経済力のある両親に育てられ、幅広

い選択肢を与えられている。多くの自由の中、彼

らは自己や職業等のアイデンティティを確立しよ

うともがいている。

　国際化時代と言われながらも、実際に異文化間

交流の機会が多いとは言えない現代の日本社会の

中でワーキングホリデー制度は、日本人の求める

新しい旅行形態としての性格を持ち、長期間の海

外生活により国際体験をすることができるという、

観光・労働・留学等各種ビザのとは異なった特長

を持っている。

　このような現状とワーキングホリデーメーカー

の実態を分析し、全体像を把握した上で、筆者自

身が同制度を利用した際に渡航先で出会った友人

10人からインタビュー形式で調査を行った。そ

の結果、次のような結果が得られた。

　日本人ワーキングホリデーメーカー達は、日本

の若者の現状を映し出すように、日常のゆとりの

ない生活に不満足や疲れを感じ、また将来の方向

を見定めたい等の様々な思いを抱えており、就職

を考える時機が訪れたことや、仕事での精神的余

裕が生まれたこと等により、両親や周囲の環境に

囲まれた「日常」を離れる決意をしていた。そし

て外国という「非日常」の中で一年間、もしくは

それに近い長期間を仕事・語学学習、旅行・各種

アクティビティなど、それぞれの目的に沿って過

ごすことで、通常の観光では得られない様々な人

や文化との交流や、仕事・アクティビティなどの

非日常体験をしていることも分かった。このよう

な諸体験を通し、彼・彼女らは新たな認識を持ち、

自己の再発見をし、同じ悩みや意識を持つ友人を

得るなど、それぞれが何らかの「満足感・達成感」

を得て帰国していた。

　帰国後の彼・彼女らは、渡航先での経験を生か

した職を見つけるものもいれば、1年間を休暇や

観光旅行的なものと捉えて、渡航前と同様な生活

に戻って行く者もある。また能力向上や、旅への

欲求が更に深まり、留学や長期旅行、異なった国

へのワーキングホリデー制度の利用などを行う者

もいた。

　ワーキングホリデー制度には、ひとつ間違うと

その目的を見誤り、危険な目に遭う可能性を孕む

といった問題点もある。しかし、渡航先において

画一的ではない各々の個性にあった多様な生活を

体験することができるのである。またさらには自

己を見つめ直し、精神的自立を促す機会をも提供

している大変有意義で貴重な制度と言える。

ファーストフード店における飲料品
目の売上個数と気温の関係

森　真理子

　ファーストフード店での長期に渡るアルバイト

経験の中で、気温と飲料品目の売行きに相関関係

があることを発見し、興味深く感じた。このこと

は自分の行動を考えれば当然のことかもしれない。

そこで、実際の売上個数データと気温データを用

いることによって、これらの相関係数を求め、結
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